
ドーンdeキラリフェスティバル 2025 with万博 【大阪府】

地域の実情と課題

連携団体

今後の課題事業の効果

目的・目標

事業の特徴

個別事業費 １４，７９３ 千円

交付金額 ２４３ 千円

事業番号 ３

・大阪・関西万博の開催
2025年4月13日(日) – 10月13日(月)の間、大阪 夢洲(ゆめしま)におい

て、2025年大阪・関西万博が開催される。
・男女の固定的な性別役割分担意識に関し、関西女性活躍マップから、仕
事と家庭のケアの両方を担っていると推測される。

・大阪府はＳＤＧｓ先進都市をめざしており、また２０２５年に開催される大阪
・関西万博（以下「万博」という。）はＳDGsゴールの実現を目標の一つとして
掲げていることから、万博に関連した女性活躍推進イベントを実施。
・令和7年9月5日（金）・6日（土）に開催する「ドーンdeキラリフェスティバル
2025」と同日に実施。
・令和7年9月17日（水）・28日（日）に万博会場内で実施。
・「OSAKA女性活躍推進月間」（９月）のメインイベントとして実施。

・幅広い層に女性活躍推進を呼びかけ、SDGsゴールの１つであるNo.5「ジェ
ンダー平等の実現」に寄与した。

【効果検証】
トークイベントの参加者数（目標：来館500名、アーカイブ配信1,000名）
：実績：来館168名、アーカイブ配信196名
※トークイベントでの参加者数は目標に達しなかったが、その他の会場にて
実施したイベントでの参加者数を含めると4,780人の参加となり、意識啓発を
行うことができた。

・目的
ＳDGsゴールの実現を目標の一つとして掲げている２０２５年大阪・関西万博
に関連した女性活躍推進イベントを行うことにより、SDGsゴールの１つである
No.5「ジェンダー平等の実現」に寄与する。
・目標：達成状況
トークイベントの参加者数：概ね達成 ※実績は「事業の効果」に記載

・ＯＳＡＫＡ女性活躍推進会議
構成団体：大阪商工会議所、大阪府、一般財団法人大阪府男女共同参
画推進財団、大阪労働局、公益社団法人関西経済連合会、近畿経済産
業局、特定非営利活動法人大学コンソーシアム大阪、公益財団法人21世
紀職業財団（関西事務所）、日本労働組合総連合会大阪府連合会
・公益社団法人２０２５年日本国際博覧会協会
・公益社団法人２０２５年日本国際博覧会協会大阪パビリオン

・万博開催までに実施してきた取組成果を踏まえ、引き続き幅広い層の方に
参加いただける女性活躍推進のための取組となるよう工夫していく。 



事業の概要

大阪府はＳＤＧｓ先進都市をめざしており、また２０２５年に開催された大阪・関西万博（以下「万博」という。）は
ＳDGsゴールの実現を目標の一つとして掲げていた。万博に関連した女性活躍推進イベントを実施し、幅広い
層に女性活躍推進を呼びかけ、SDGsゴールの１つであるNo.5「ジェンダー平等の実現」に寄与した。また、学
生からの提言発表により、若年層からの発信や幅広い層へのアプローチを実施。

時期/会場：令和7年9月6日(土)/ドーンセンター
17日(水)/万博会場内 ギャラリーWEST
28日(日)/万博会場内 ウーマンズ パビリオン

「WA」スペース
主催：大阪府、ＯＳＡＫＡ女性活躍推進会議

9月6日 学生による「未来社会への発信・提言」コンテストを実施。
女性活躍推進への思いを来場者が記入できる寄せ書きボード
を設置。
家族連れをターゲットとした参加型コンテンツを用意し、
女性起業家等の出展ブースや国際色豊かな飲食の販売等を
実施。
来場者数：1,697名

17日 寄せ書きボードを引き続き設置。
コンテストの様子の上映・女性起業家によるブース出展等。
来場者数：2,634名

28日 コンテスト最優秀者とのワークショップを実施。
参加者数：76名

アーカイブ視聴者数：373名

令和７年度「ＯＳＡＫＡ女性活躍推進 ドーン de キラリ フェスティバル 2025 with万博」を開催

実施概要

主なプログラム内容
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